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The effects of ether inhalation on the CNS activities were studied in cats with chronic 
brain electrodes. Ether inhalation induced biphasic action on the CNS, i.e., during stages 
I, I, II and IV, EEG showed a gradual flattening and then hypersynchronous seizures 
appeared in the rhinencephalic structures which propagated to the neocortex. The mid-
brain reticular formation was not involved by the seizure. The reticular l¥IUA (multiple 
unit activity) showed only a gradual decrease. However, the MUA of the rhinencephalic 
structures and the sensorimotor cortex decreased initially and then (they) showed an abrupt 



















Rossi and Zirondoli (1955〕7）は Bremer(1937)8lの報
告したエーテル吸入開始の初期にみられる皮質脳波の
脱同期現象が少量のエーテルによる中脳網様休の興桁
に原因すると言う可能性を示した.Schhlag and Brand 
(1958)9＞は22個の中脳網傑休神経細胞を誘導し， Rossi
and Zirondoli < 195；，川の提唱した少量のエーテルの興
Mfr用を検討したが明確な解答を得るには到らなかっ







Winters et aJ.rn, :¥lori et aJ.12）は覚醒と睡眠及び麻酔
















L・2～」，H-1～3）.背側海馬（λ 2. L : 7. >, 
H: 7.5）.扇桃核 IA : 10, L : 11, H -7 .視床正








まで平J円） と multipleunit activit_,. 1 Ml! . ＼）を同時lζ
記録した．








た． 動物は 1）無麻酔lζてカ、ラミン 5～lOmg/kg腹腔
内投与の後，筋力の低下したととろで気管内挿管を行
なへ．人工呼吸下lζエーテルを吸入させた場合〆＼I川 l








された所見 （Dominoand Ueki (1959)14＞，加綴（］リlieI 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































到数も増加して全領域lこ同期した発作波 （generalized 実験では発作は認められなかった（表1〕． そのうち
seizure）となる．発作波は常l乙Post川aldepressionで 2例は爾牙の著しい損傷及欠損よりかなりの老令と考
終る〔図 lGードVi:'・時lと発作波一一平担像をなかく えられる．他の2例は夫々 2回の吸入実験をうけてい
( 2～3分〕繰り返すこともある（図2一円＇.J'.1. るが，発作のみられなかった時は共に過去に他の強力
エーテノレ発作の特徴は，発作中， 中脳網様｛本は単に な向神経薬（ 1例はメトラゾールのj;11:1：・，他はサイ
徐派を示すのみの場合と，まだ＇，：；；＇.気緊張性 lζ誘導して クロプロパンの深麻酔）を経験している．発作波のti:¥
いる可能性も考えられるが低仮巾の赫波の認められる 現しないとれらの例ではエーテル吸入濃度を上昇させ





EEG 5E I ZURE AND MUA 以J町NG ETHER ANESTHESIA 
竺ー竺一 一一門川判川'tff(lflrfi'(官附｛欄胴酬T・ijI {1!1) i（制附時~H~'lr 1t，。Oµv
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言王亘己
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発作＂＇ ＇（図 1左上段GS閲） 70mmHgと40mmHgの間に
あった．動脈血中エーテル澱皮はζの動物では発作中
l聞の採血を行ない，それを3つのサンプルに分けて
測定し， 夫々 ：！78旧日り， 269mg弘 289mg%であった．
B) Multipe unit activity I MU AI lζ対する作用
1) 中脳網縁体






















































抑制度との相関で表現した． Faulconer and Bikford 
(1960 1 1~ ＞はヒトでエーテル麻酔H寺の脳波像の変化を追
求し，脳波像と動脈血中エーテル濃度が密接に相関す















制される事を報告し，French et al, (1953ノ引の7 クロ
電板による麻酔理論を細胞単I•~でも確認している．
Muri et al, (1968)12）は更に多数の神経細胞集団（細胞



















図3 海馬発作中の M U.λ．の i:j~脳との比較







iJ （ ~ ： ＇. :ifr＇.’、て．これら諸領域はより早期に抑制されて
いる．乙の司王は Schlagand Brand ( l 9'it' 1引が皮質運















があり，ぽl麻酔lζ於いては Dominoand Ueki (1959) 

































the autonomic nervous system）とも解釈し得る状態で
ある．一般にヒトで幻覚休験を誘発する薬剤（笑川，
LSD-25, phencyclidine，メトラゾール）は，ネコでυ
の律動性徐放を誘発するが（Moriet al. (1966)23), 






より記，，主し， Chapmanet al. I 1 リ5~)26）はヒトlζ方さげる
刺激突験より扇杉防五が循環系及び内臓諸臓器の自律性
機能と浴後な関係にある・Ji，吏lζGreenand Arduini 
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